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(54)【発明の名称】 内視鏡用高周波止血鉗子

(57)【要約】
【課題】止血対象の血管等を必要以上に圧迫せず、高周
波電流通電による組織の焼け付きとそれによる再出血等
が発生し難い内視鏡用高周波止血鉗子を提供すること。
【解決手段】内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱され
るシース１の先端に、高周波電源２０に接続されて手元
側からの遠隔操作により嘴状に開閉する一対の導電性の
鉗子片２が配置された内視鏡用高周波止血鉗子におい
て、一対の鉗子片２が閉じた状態において一対の鉗子片
２の対向面２ｔどうしが当接しないように、一対の鉗子
片２の対向面２ｔの間に隙間ｔを形成するためのストッ
パ８を設けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱され
るシースの先端に、高周波電源に接続されて手元側から
の遠隔操作により嘴状に開閉する一対の導電性の鉗子片
が配置された内視鏡用高周波止血鉗子において、
上記一対の鉗子片が閉じた状態において上記一対の鉗子
片の対向面どうしが当接しないように、上記一対の鉗子
片の対向面の間に隙間を形成するためのストッパを設け
たことを特徴とする内視鏡用高周波止血鉗子。
【請求項２】上記ストッパにより、上記一対の鉗子片が
閉じた状態における上記一対の鉗子片の対向面どうしの
間に少なくとも０．２ｍｍの隙間が確保される請求項１
記載の内視鏡用高周波止血鉗子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、体内の血管に対
する止血処置等を行うために内視鏡の処置具挿通チャン
ネルに通して使用される内視鏡用高周波止血鉗子に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用高周波止血鉗子は一般に、内視
鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱されるシースの先端
に、高周波電源に接続されて手元側からの遠隔操作によ
り嘴状に開閉する一対の導電性の鉗子片が配置された構
成になっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】上述のような内視鏡用
高周波止血鉗子は、一対の鉗子片の間に止血対象の血管
を挟み、操作部からの遠隔操作によって鉗子片に閉じ力
を加えながら高周波電流を通電することにより、血管を
焼灼凝固して止血を行うようになっている。
【０００４】しかし、そのような操作の際に、操作部に
おける鉗子片の閉じ操作に余分に力が入ると、一対の鉗
子片により挟まれている血管組織が必要以上に強く圧迫
される場合がある。
【０００５】すると、鉗子片によって強く圧迫された血
管組織が電流の集中により一瞬のうちに高温になって鉗
子片に対して焼き付いた状態になり、鉗子片を開いてそ
のくっつきを剥がそうとするとその部分から再出血して
しまう場合がある。
【０００６】そこで本発明は、止血対象の血管等を必要
以上に圧迫せず、高周波電流通電による組織の焼け付き
とそれによる再出血等が発生し難い内視鏡用高周波止血
鉗子を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用高周波止血鉗子は、内視鏡の処置
具挿通チャンネルに挿脱されるシースの先端に、高周波
電源に接続されて手元側からの遠隔操作により嘴状に開
閉する一対の導電性の鉗子片が配置された内視鏡用高周
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波止血鉗子において、一対の鉗子片が閉じた状態におい
て一対の鉗子片の対向面どうしが当接しないように、一
対の鉗子片の対向面の間に隙間を形成するためのストッ
パを設けたものである。
【０００８】なお、ストッパにより、一対の鉗子片が閉
じた状態における一対の鉗子片の対向面どうしの間に少
なくとも０．２ｍｍの隙間が確保されるようにするとよ
い。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図５は、内視鏡用高周波止血鉗子と高周波電
源を示しており、図示されていない内視鏡の処置具挿通
チャンネルに挿脱される可撓性シース１の先端に、導電
性部材からなる一対の鉗子片２が配置されている。
【００１０】可撓性シース１内には導電性の操作ワイヤ
３が軸線方向に進退自在に全長にわたって挿通配置され
ていて、操作部１０のスライド操作部材１１をスライド
操作すると、その進退動作が操作ワイヤ３を介して可撓
性シース１の先端側に伝達されて一対の鉗子片２が嘴状
に開閉する。
【００１１】一対の鉗子片２は、操作ワイヤ３を介して
高周波電源２０の一方の電極に接続されており、高周波
電源２０の他方の電極には、人体の表面に広い面積で接
触させる対極板３０が接続されている。
【００１２】図１と図２は、内視鏡用高周波止血鉗子の
先端部分の側面部分断面図と平面断面図であり、可撓性
シース１は、ステンレス鋼線を密着巻きして形成された
コイルパイプ１ａの外面を電気絶縁性の可撓管チューブ
１ｂで被覆して形成されている。
【００１３】可撓性シース１の先端にはステンレス鋼製
の支持本体４が取り付けられていて、支持本体４を二つ
に分割するように形成されたスリット５内に、一対の鉗
子片２を開閉駆動するためのパンタグラフ状のリンク機
構６が配置されている。
【００１４】リンク機構６は全てが導電性金属によって
形成されており、各鉗子片２から一体に後方に延出形成
された駆動腕６１と二つのリンク材６２とが各々中間連
結ピン６３によって回動自在に連結され、操作ワイヤ３
の先端に固着されたワイヤつなぎ６４と二つのリンク材
６２とが後端連結ピン６５によって回動自在に連結され
た構成になっている。
【００１５】リンク機構６は、各鉗子片２と一体の駆動
腕６１を回転自在に軸支する支軸７によって支持本体４
の先端近傍に支持されており、操作ワイヤ３が操作部１
０において軸線方向に進退操作されることによってリン
ク機構６が動作し、一対の鉗子片２が嘴状に開閉動作を
する。
【００１６】図１には、一対の鉗子片２が閉じた状態が
実線で図示され、開いた状態が二点鎖線で図示されてお
り、操作ワイヤ３が操作部１０側から最大限に引っ張ら



(3) 特開２００３－３１０６３５

10

20

30

3
れて一対の鉗子片２が閉じた状態でも、一対の鉗子片２
の対向面２ｔどうしの間に少なくとも０．２ｍｍ（最大
でも０．５ｍｍ程度まで）の隙間ｔが形成されるように
なっている。
【００１７】そのようにするために、図３に鉗子片２及
びそれと一体の駆動腕６１が図示されるように、支軸７
が通される軸支孔２ａと鉗子片２との間に、対向面２ｔ
より高く突出するストッパ８が形成されている。２ｂ
は、中間連結ピン６３が通される孔である。
【００１８】その結果、一対の鉗子片２が閉じた状態で
は双方のストッパ８どうしが当接することにより、一対
の鉗子片２の対向面２ｔどうしの間に０．２ｍｍ以上の
隙間が確保される。
【００１９】このように構成された内視鏡用高周波止血
鉗子は、内視鏡の処置具挿通チャンネルに通されて、図
４に示されるように一対の鉗子片２の間に止血対象の血
管１００を挟み、操作部１０からの遠隔操作によって一
対の鉗子片２に対して閉じ力を加えながら高周波電流を
通電することにより、血管１００を焼灼凝固して止血を
行うことができる。
【００２０】そして、そのような操作の際に、一対の鉗
子片２の閉じ操作に余分に力が入っても、一対の鉗子片
２の対向面２ｔどうしの間には設定されている隙間ｔが
常に確保されるので、血管１００が鉗子片２に対して焼
き付いた状態になり難く、再出血等を発生させることな
く安全確実かつ容易に血管等の止血を行うことができ
る。
【００２１】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えばストッパ８の形状や位置等は多様な
実施態様をとることができる。また、上記実施例は一電
極式のいわゆるモノポーラタイプであるが、一対の鉗子
片２を正電極と負電極に構成したいわゆるバイポーラタ*

4
*イプの内視鏡用高周波止血鉗子に本発明を採用してもよ
い。
【００２２】
【発明の効果】本発明によれば、一対の鉗子片が閉じた
状態において一対の鉗子片の対向面どうしが当接しない
ように、一対の鉗子片の対向面の間に隙間を形成するた
めのストッパを設けたことにより、常に止血対象の血管
等を必要以上に圧迫することなく、高周波電流通電によ
る組織の焼け付きとそれによる再出血等を発生させずに
安全確実かつ容易に血管等の止血を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用高周波止血鉗子の先
端部分の側面部分断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用高周波止血鉗子の先
端部分の平面断面図である。
【図３】本発明の実施例の鉗子片の単体の側面部分断面
図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡用高周波止血鉗子の使
用状態における先端部分の側面部分断面図である。
【図５】本発明の実施例の内視鏡用高周波止血鉗子の全
体構成を示す側面図である。
【符号の説明】
１  可撓性シース
２  鉗子片
３  操作ワイヤ
６  リンク機構
７  支軸
８  ストッパ
１０  操作部
２０  高周波電源
ｔ  隙間
２ｔ  対向面
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